
承
、
立
派
に
医
師
と
し
て
役
立
つ
こ
と
を
証
明
す
る
と
害
、
い
て
あ

る
。
医
師
免
許
証
交
付
に
当
り
恩
師
に
頼
ん
で
修
業
証
書
の
代
り
に

発
行
し
た
も
の
と
考
え
る
。

（
濁
協
医
大
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科
）
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先
の
第
九
一
回
本
会
総
会
（
平
成
二
年
四
月
）
で
、
演
者
は
ブ
ラ
ィ

ト
氏
病
の
日
本
で
の
最
初
の
紹
介
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、

今
回
は
明
治
期
（
一
八
六
八
’
一
九
二
）
の
本
邦
に
お
い
て
、
本
症

が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
概
況
を
述
べ
る
。

先
ず
ブ
ラ
イ
ト
氏
病
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
は
貌
麗
都
腎
病
（
雲
小

Ｉ
ド
イ
ン
日
講
紀
聞
）
、
ブ
リ
フ
ト
病
（
「
華
氏
内
科
摘
要
」
）
、
武
雷
篇
病

（
内
務
省
衛
生
局
訳
「
七
科
問
答
」
そ
の
他
）
、
ブ
ラ
イ
ト
病
（
井
上
内
科

新
書
）
と
変
遷
が
染
ら
れ
る
が
、
概
ね
明
治
十
年
頃
か
ら
武
雷
篤
病

と
い
う
名
称
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
、
ベ
ル
ッ
の
内
科
害
で
も
武

雷
篇
病
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

、
ヘ
ル
ツ
は
東
大
で
病
理
学
総
論
を
十
年
間
講
義
し
て
い
る
が
、
彼

の
内
科
言
の
急
性
腎
炎
の
項
に
は
剖
検
所
見
を
約
一
頁
説
明
し
て
あ

明
治
期
に
お
け
る
ブ
ラ
ィ
ト
氏
病
の
受

容
に
つ
い
て

会
田
惠
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プ
（
》
○

同
様
に
ブ
ラ
イ
ト
氏
病
の
病
理
所
見
は
、
「
七
科
問
答
」
そ
の
他

訳
吉
に
は
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
本
邦
で
明
治
期

に
ブ
ラ
イ
ト
氏
病
の
所
見
の
記
録
は
現
在
残
っ
て
い
な
い
と
象
ら

れ
る
。次

に
診
断
に
つ
い
て
は
明
治
九
年
二
月
に
「
慢
性
腎
炎
尿
毒
症
」

（
医
院
雑
誌
）
で
「
尿
ヲ
検
ス
ル
ニ
帯
褐
色
ニ
テ
蛋
白
ヲ
含
ム
事
甚
ダ

多
シ
」
と
あ
り
当
時
よ
り
尿
蛋
白
の
定
性
か
ら
始
ま
り
そ
の
後
試
験

管
、
顕
微
鏡
の
普
及
と
共
に
沈
澄
所
見
を
観
察
し
て
い
る
と
推
定
さ

れ
る
。
た
だ
し
尿
沈
澄
は
、
当
初
は
尿
を
放
置
後
の
観
察
で
あ
っ
た

と
ぶ
ら
れ
る
が
、
明
治
三
十
九
年
の
医
科
器
械
目
録
（
京
都
「
堂
版

器
械
店
」
）
に
は
エ
ぞ
ハ
ッ
ハ
氏
蛋
白
計
、
遠
心
力
沈
殿
器
（
手
動
）

沈
殿
管
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
何
等
か
の
尿
検
査
に
よ
り
蛋
白
を

認
め
、
沈
濱
所
見
と
共
に
診
断
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
上
記
の
目
録
に
血
圧
計
が
ま
だ
出
て
い
な
い
の
で
、
高
血
圧
に
つ

い
て
の
観
察
及
び
記
録
は
ま
だ
明
治
期
に
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と

見
ら
れ
る
。

大
正
十
四
年
、
朝
倉
文
三
が
（
「
腎
臓
疾
患
の
分
類
及
び
治
療
」
序
文
）

以
下
述
べ
て
い
る
事
は
明
治
よ
り
大
正
期
に
か
け
て
同
様
の
状
態
で

あ
っ
た
も
の
と
糸
ら
れ
る
。
「
本
邦
ニ
ァ
リ
テ
韓
近
二
至
り
、
病
者

〈
勿
論
医
家
モ
腎
疾
患
ヲ
恐
ル
ル
事
恰
モ
悪
性
腫
瘍
ノ
如
ク
、
治
療

ノ
意
義
ヲ
絶
望
的
ノ
地
位
一
一
放
置
シ
タ
ル
傾
向
一
一
置
カ
レ
、
従
テ
診

断
〈
大
多
数
ノ
場
合
〈
、
不
治
ノ
慢
性
腎
炎
或
〈
萎
縮
腎
ト
見
倣
サ

レ
療
法
〈
牛
乳
専
用
二
甘
ン
ジ
、
有
望
有
意
義
ノ
診
断
及
治
療
一
一
移

ラ
ザ
リ
シ
如
キ
観
ア
リ
…
…
。
」

ま
た
明
治
期
の
死
亡
統
計
に
「
腎
臓
炎
ニ
因
り
死
亡
統
計
」
が
内

閣
統
計
局
に
よ
り
「
明
治
三
十
二
年
よ
り
同
四
十
一
年
ま
で
」
に
象

ら
れ
る
が
、
こ
れ
で
は
性
別
、
死
亡
の
場
所
、
年
齢
、
職
業
に
よ
り

分
け
て
、
死
亡
数
を
あ
げ
て
お
り
、
表
記
を
腎
臓
炎
及
び
ブ
ラ
イ
ト

氏
病
死
亡
と
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
、
な
お
ブ
ラ
イ
ト
氏
病
と
し

て
死
亡
診
断
書
へ
の
記
載
が
あ
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
因
柔

に
明
治
四
十
一
年
は
全
国
で
二
四
、
○
四
七
名
と
で
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
Ｒ
・
ブ
ラ
イ
ト
の
発
表
後
次
々
と
研
究
さ
れ

（
ゥ
イ
ル
ヒ
ョ
ゥ
、
ト
ラ
ゥ
ベ
、
ア
ウ
レ
ヒ
ト
、
ジ
ク
レ
ル
等
）
、
一
九
一
四

年
（
大
正
三
年
）
に
は
著
名
な
フ
ォ
ル
ハ
ル
ド
、
フ
ァ
ー
ル
に
よ
る
ブ

ラ
イ
ト
氏
病
の
病
因
系
に
よ
る
有
名
な
分
類
が
発
表
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
そ
れ
ま
で
の
ブ
ラ
イ
ト
氏
病
の
診
断
の
分
類
は
混
然
と
し

て
い
た
よ
う
で
、
・
ヘ
ル
ツ
が
、
フ
ラ
イ
ト
氏
病
の
分
類
に
つ
い
て
、
一
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つ
の
説
を
主
張
し
て
い
た
事
を
あ
げ
（
類
症
鑑
別
明
治
四
年
）
、
ま

た
明
治
三
十
三
年
（
一
九
○
○
）
に
し
め
さ
れ
て
い
る
ブ
ラ
イ
ト
氏
病

の
名
称
を
使
用
し
な
い
腎
炎
の
分
類
を
紹
介
す
る
（
内
科
類
症
鑑
別
）
。

な
お
明
治
期
に
お
い
て
尿
蛋
白
に
つ
い
て
、
定
性
法
を
ど
の
よ
う

に
実
施
し
て
い
た
か
は
未
調
査
で
あ
る
。

（
柏
崎
市
）

明
治
二
十
五
年
九
月
十
三
日
、
日
本
に
来
日
し
た
旨
言
い
閏
再

ｍ
ｏ
ｇ
①
侭
（
一
八
四
三
’
一
九
二
五
）
は
東
京
・
名
古
屋
・
京
都
・
滋
賀

・
大
阪
・
奈
良
・
神
戸
・
長
崎
と
二
十
五
日
間
、
日
本
縦
断
の
旅
を

続
け
詳
細
な
紀
行
文
を
ご
日
島
①
両
ａ
の
第
四
編
ヨ
画
意
ご
」
（
一
八

九
四
年
刊
）
に
、
百
三
十
・
ヘ
ー
ジ
に
わ
た
り
記
し
て
い
る
。

国
冒
。
ｇ
①
侭
が
見
物
し
た
の
は
観
光
地
だ
け
で
な
く
各
都
市
の

医
学
部
、
病
院
等
、
以
下
の
医
療
設
備
を
訪
問
し
て
い
る
。
東
京
“

東
京
大
学
医
学
部
、
井
上
眼
科
病
院
、
赤
十
字
病
院
、
東
京
慈
恵
医

院
医
学
校
。
名
古
屋
“
衛
成
病
院
、
熊
谷
病
院
、
愛
知
医
学
校
、
愛

知
病
院
。
京
都
“
京
都
府
立
医
学
校
、
京
都
療
病
院
。
大
阪
》
大
阪

医
学
校
、
大
阪
慈
恵
病
院
。
神
戸
の
私
立
病
院
（
病
院
名
不
明
）
、
長

崎
で
は
官
立
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
（
現
在
長
崎
大
学
医
学
部
）
。
特

船
閨
筋
目
冨
侭
来
日
に
会
い
し
医
師
達

○
奥
沢
康
正
・
ユ
ル
ゲ
ン
・
コ
バ
チ
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